
熊本学園大学 社会関係学会（社会福祉学部学内学会） 

2025 年度  

第 1 回 研究大会 開催要項 

 
熊本学園⼤学社会関係学会は、1994 年の社会福祉学部創⽴以来、『社会関係研究』の刊

⾏やシンポジウムの開催などに取り組んできました。この度、初の研究⼤会を開催し、卒業
⽣や現役学⽣、専⾨職等の研究発表の場を設けることとしました。多くの⽅々との交流を通
して相互の研鑽を図りたいと願っています。皆さまのご参加を⼼よりお待ちしています。 

 
日 程 

12 月 7 日（日）  13 時 30 分〜17 時 40 分 
 
場 所 

  熊本学園大学 新 1 号館 121 教室 他  
 
プログラム 
 
（１）開会挨拶    13 時 30 分〜13 時 40 分 
（２）記念講演    13 時 40 分〜14 時 50 分 
（３）自由研究発表  15 時 10 分〜17 時 10 分  
     １人（または共同）20 分（発表 20 分＋質疑 5分） 
    ポスター発表（２教室程度） または 口頭発表（２教室程度） 
（４）懇親会        17 時 10 分〜17 時 40 分 （茶菓子と飲み物、参加費無料） 

    
記念講演（オンライン講演） 
 

すべての子どもたちがしあわせな子ども時代を過ごしチャンスがある社会を 

―フランスの子ども家庭福祉からの提言― 

講師 安發
あ わ

明子さん  フランス子ども家庭福祉研究者 

1981 年鹿児島県生まれ。小学校時代 4年間をスイスで過ご

し、スイスの小学校に通う。一橋大学社会学部卒業。学生時代

に学習ボランティアとして訪れた児童自立支援施設で衝撃を覚

え、全国とスイスで児童保護分野の機関のフィールドワーク調

査を行い、日本とスイスの子どものライフヒストリーを描いた

『親なき子』(島津あき、金曜日)を出版。 生活保護ワーカー

として働いたのち 2011 年渡仏。フランス国立社会科学高等研

究院健康社会政策学科修士、社会学修士。立命館大学人間科学研究科博士課程修了、⼈間
科学博⼠。 

フランスで妊娠出産をし、日本人の夫、娘と暮らす。フランスの子ども家庭福祉分野の

調査をしながら日本に発信を続けている。2023 年に『一人ひとりに届ける福祉が支え

関心のある方はどなたでも

参加いただけます 

＜参加費無料＞ 



る  フランスの子どもの育ちと家族』（かもがわ出版）

を出版。すべての子どもたちがしあわせな子ども時代を

過ごし、チャンスがある社会をめざして活動している。

日本からの視察や調査のコーディネートや通訳、オンラ

イン講演も多数。 

＜与えられた枠を問い直す＞現場のソーシャルワーカー

たちが今以上の福祉を求めていかなければ、理想の福祉

に近づいていくことはできないのではないでしょうか？

よく「リソースが足りていない問題をフランスではどう

克服していますか？」という質問も受けます。問題に気

づいている人たちが声をあげていく。そのようにして社

会の現実に合った制度にしていこうとすることだと思い

ます。理不尽や正しくないことについて、福祉が不足し

ていることについて、これでは足りないよ、権利が守られていないよと一人ひとりが口に

し、枠組み自体を発展させていく方法を探すことです。（安發 2023:38頁） 

 
自由研究発表について 
○発表資格は、学会会員、本学の学生・大学院生、本学の卒業生・大学院修了生、各種実習

指導者等です。それ以外の方も早めに相談いただけましたら学会役員にて検討いたします。 

○発表の種類には、口頭発表とポスター発表の 2種類があります。 

○いずれも研究大会の要旨集掲載原稿の提出をお願いします。要旨集掲載原稿様式は、別紙

の「研究大会 自由研究発表 要旨集掲載原稿・発表資料等の作成要領」に従ってください

（必ず「作成要領」を確認してください）。 

 「作成要領」は以下のグーグルドライブのリンクからダウンロードしてください。

https://docs.google.com/document/d/19Kv0B8xyGqcynffzO4nTkhC6buQsSWvb/edit?usp=sh

aring&ouid=116456066817491826270&rtpof=true&sd=true （同 QR コード→） 
○要旨集掲載原稿様式（Word ファイル）は「作成要領」からダウンロードで
きます。Word 形式のまま原稿を作成（上書き）して、pdf 加⼯した後、指定
のメールアドレスに送信してください（提出先アドレスは「作成要領」に記載
しています）。要旨集掲載原稿の提出締め切りは、11 ⽉ 14 ⽇（⾦）、18 時です。 
○⼝頭発表の発表⽤スライドやポスター発表のポスターの形式などについても「作成要領」
にて説明しています。 
○「作成要領」にて⽰しているように、研究倫理を踏まえて発表に関する資料作成及び当⽇
の発表を⾏なってください。研究倫理は「熊本学園⼤学における⼈を対象とする研究倫理指
針」（https://gkbn.kumagaku.ac.jp/gakubun/files/guideline/guideline_07_2017.pdf）を参照
ください。 
 
参加申し込み 右の QR コードからお申し込みください 
○参加される⽅は、11 ⽉ 28 ⽇（⾦）までに申し込みください（学部⽣を除く）。 

  
＜問い合わせ先＞熊本学園⼤学社会関係学会（通称 社会福祉学部学内学会）  

研究⼤会実⾏委員会 ⾼林秀明 ／森⼝千弘 ／⼩⽥切建太郎 
            TEL 096-364-5161（代表） メールアドレス takaba@kumagaku.ac.jp 


